
令和元年度（2019年度） 北海道札幌稲雲高等学校 人権教育全体計画 

 

真心 賢く、強く、優しく 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

人権教育を通じて育てたい資質・態度 

（知識的側面） 

・自由、責任、正義、個人

の尊厳、権利、義務など

の諸概念についての知

識 

・人権の歴史や現状につい

ての知識、国内法や国際

法等々に関する知識 

・自他の人権を擁護し人権

侵害を予防したり解決

したりするために必要

な実践的知識 

（価値的側面・態度的側面） 

・人間の尊厳の尊重、自他の

人権の尊重 

・多様性に対する肯定的評価 

・責任感、正義や自由の実現

のために活動しようとする

意欲 

（技能的側面） 

・コミュニケーション技能 

・合理的・分析的に思考す

る技能や偏見や差別を

見きわめる技能 

・その他相違を認めて受容

できるための諸技能 

・協力的・建設的に問題解

決に取り組む技能 

・責任を負う技能 

 

分 掌  学 年 

・人権教育に関わる授業の展開について各教科

で研鑽し、学校全体として効果的な実施を図

る。（企画推進部） 

・規範意識・帰属意識をお互いに高める集団づ

くりを推進する。（生徒指導部） 

・自他の生命を尊重する心と態度を育む。（保

健安全部） 

・人間関係の構築と協力心を養う。 

・生命や健康の大切さを自覚させる。 

・自己の行動に責任を持ち、他者を尊重する態

度を育てる。 

 
各教科等における目標 

 

 

 

主 

 

 

な 

 

 

教 

 

 

科 

国語

及び

外国語 

様々な教材を通じて、人間としての生き方や考え

方、様々な異文化の理解を学び、自己及び他者の理

解を深める。 

総合的な探

究（学習）の時

間 

・外部機関との連携を通じて、

自尊感情の醸成や他者との受

容的・共感的な人間関係を構築

する。 

・構成的グループエンカウンタ

ーを通じて、個々の生徒のソー

シャルスキルの向上を図る。 

地歴 

 

歴史 

歴史的観点から人権保障の歩みと現状について、考

察する。人道的支援や経済協力における国際貢献に

ついて考えさせる。 

公民 人間としての在り方生き方について学び、平和で民

主的な社会の形成者としての日本国民の自覚と資

質を育成する。 

保健 

体育 

公正・協力・責任などの意味を理解させ、規律や秩

序を守る態度を育成する。 

特別活動 ・ボランティア活動を通じて、

社会に貢献する態度を育成す

る。（一人１ボランティア） 

・諸行事に主体的に取り組ま

せ、自己肯定感及び自己有用感

を高める。 

家庭 家族・家庭の役割や意義について学ばせ、個人の尊

重・育児や介護・虐待等の問題について考察する。 

情報 高度情報社会におけるモラルやセキュリティにつ

いて学ばせ、人権を尊重する態度を養う。 

 

校
訓 

《学校教育目標》 

１．知性を磨き、自ら考え創造する力を育てる。 

２．責任を重んじ、自主的に行動する力を育てる。 

３．自他の人格を尊重し、思いやりのある心を育てる。 

４．心身ともに健康で、自ら鍛え実践する力を育てる。 

 

関係法令等 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・世界人権宣言 

・児童の権利に関

する条約 

・人権教育及び人

権啓発の推進に関

する法律 

・北海道人権施策

推進基本方針 

○生徒の実態 

・素直で真面目な生

徒が多い。しか

し、主体的積極的

に行動する資質

能力が十分では

ない。 

○保護者・地域の願

い 

・社会参画への態度

を養い、進路実現

の確立 

・地域で活躍できる

人材を育てられ

る学校としての

期待 

〈重点目標〉 

１．自らを律する心と他者と交流する実践力を育て、望ましい

人間関係を身につける。 

２．自他の生命・自然を大切にする心を育て、健康・安全の習

慣を身につける。 

〈人権教育の目標〉 

主体的に取り組む態度と高い人権意識をもった地域・社会に貢

献できる人材の育成 

【達成状況の把握】 

・生徒アンケート調査、いじめアンケート調査及び道教委の学習状況等調査等により、生徒の意識の変容等を把握

する。 

人権について学ぶ

（内容） 

 

・女性 ・子ども 

・高齢者・外国人 

・アイヌの人々 

・HIV感染者 

・ハンセン病患者 

・インターネットに

よる人権侵害 

・いじめ 


